
 

山陽学園短期大学 幼児教育学科ニュース 2011 

１１月２３日（水）に本学で１年生の保護者や学生を対象に就職懇談会を開催いたしました。 

１３時から全体会としまして「就職に向けて」キャリアセンター長より説明がありました。１３時４５分から

は学科別懇談会にうつり、幼児教育学科の就職先の内訳や就職支援システムなどについてご説明させていただ

きました。Ｈ２２年度卒業で保育士になって２年目となる村上恵さんから現場での様子や学生時代にしておく

べきことなどお話いただき、学生の心に響いたようでした。 

●ご参加いただいた保護者の方の感想● 

・就職はまだ先だと考えていたが、今から準備が必要だと話を聞いて思った。 

・就職の手順が良く分かり、安心した。質疑応答が出来て良かった。 

・子どもがしんどい時に親の支えでやって良かったという思いになるという良い話を聞か

せていただいた。娘に今日の話を伝えて行こうと思う。 

・卒業生の話がとても良かった。特に工作の話（実習や就職してから役立つ）はその通り

だと思った。一つ一つが参考なり、娘と一緒に参加して良かった。 

●学生の感想● 

・就職についてもっと深く考えなくてはいけないと思った。卒業生の話は本当に参考に 

なった。これからの生活に活かしていきたい。 

・これからは自分で動いていくことが必要だと思った。もう少し将来について考えます！ 

・専門職の保育士に就く学生は８割強。 

・就職を考え始める時期が遅い学生が多いので、早めの行動を心掛けよう。 

・夏にはボランティア募集もたくさん来るので積極的に参加すると良いでしょう。 

・クラス担任はもちろん、就職担当やキャリアセンターの職員などみんなで支援

している。声を掛けて来てくれるとアドバイスしやすいので就職の状況を報告

してきて欲しいです。 

・履歴書の書き方や就職活動にふさわしい服装などが載っているキャリアガイド

ブックを利用しよう。 

・求人票は毎年県内外よりたくさん来るので、自分で選んで受験する意思を固め

よう。 

・ボランティアや見学に積極的に行こう。 

・実習では不安もあると思いますが、教員が巡回に行ったり、クラス担任が電話

で話を聞いたり出来るので学生たちは毎年乗り越えて成長しています。 

２年生の夏休みに３日ずつ３園にボランティアに行き、受験先を決めました。 

実習では作りもの（パクパク人形・エプロンシアターなど）が役に立ちました。

今から引き出しをたくさん持っておくと良いと思います。保育士になってみて 

もう少しピアノを練習しておけばと思ったので、みなさんは空きコマや放課後 

など有効にピアノの練習をしてはいかがでしょうか。実習や就職では親の励まし

の声や話を聞いてくれる姿勢がすごく有難く、辛い時もありましたが、乗り越え

ることが出来ました。保護者の方々もお子さんを支えてあげてください。 


